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編  集  後  記

　九州看護福祉大学は平成19年5月17日、創立10周年を迎えます。本学紀要も第９巻の発行となり、

本学を代表する学術誌として軌道に乗ってきましたので、今巻より巻頭言を編集後記に統合し編集業務

に徹することに致しました。2人査読制度も定着してきましたので、査読制度上での討論が、教育・研究・

地域活動における各自の基準レベルを上げる場になることが期待されます。現段階では、投稿論文の査

読と修正に時間がかかっても、推敲され短く明確になった論文を発表する方がよいと割り切り、査読編

集業務を遂行しました。今回は本学教員の投稿論文のみ【短報】1編、【研究ノート】2編、【その他】

１編を掲載し、他は継続審査としました。査読に御協力頂きました下記の教員各位に，編集委員会から

厚く御礼申し上げます。

　本学大学院（修士課程）看護福祉学研究科は創立５周年を迎え、平成19年3月には看護学専攻の第三

期生13名と精神保健学専攻の第一期生2名が卒業されました。本学紀要が，大学院生の研究や共同研究

の成果を発表する場となり，後輩の教育に反映されることを期待いたします。次巻への多くの投稿を，

特に若い研究者の投稿をお待ちしています。投稿者は投稿内規および執筆要領の遵守を，査読者は迅速

な審査と忌憚のない適切かつ具体的なご意見を，投稿者はそれに対し真摯な文書回答と迅速な論文修正

をお願い致します。少子高齢社会の波を読み、時流にそった行動をとることも大切ですが、物事の根底

にある重要なものを探索することも魅力があると思われます。少しでもそう思われる方は、大学院へ進

み研究の深みにはまりましょう。最後になりましたが、編集委員の皆さん本当にご苦労様でした。

�                                                                    　　　　　　     （委員長 記）

平成19年３月
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